　第６９８号　ヤスクニ通信 ２０１３年　３月１０日

日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
  「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。」
（マタイ５章９節）　
シナイ山で授けられた旧約聖書の十戒に相当するものが、新約聖書における山上の説教です。その、山上の説教の中の一つに「平和を実現する人々は、幸いである。」という言葉があります。「争いを好まない」とか、「平和を願うだけ」ではなく、争いのあるところに行き、行動し、平和を「実現する」人々は幸いであると言うのです。

主イエスは、この言葉を、世の中を動かす権力のある人や、政治家にむかって、語られたのではありません。この世界において何の権力も持っていない人たち…主イエスの周りに集まった人たちや、弟子たちにむかって言われました。

創世記に、「イシュマエルの子孫は、……互いに敵対しつつ生活していた（23：18）」という個所があります。現在も昔もかわらず、国と国、人と人は、敵対し、不信の念を持ちながら生きています。表面的には、平和と唱えながらも、武力で緊張関係を保ち均衡を保っているといったそのようなことを平和と称しているのが現実です。

ある人は「失望の中で内村鑑三先生の『後世への最大遺物』を読んで強く感動し、人生の意味が人を凌（しの）ぐことにおいてではなく人に仕えることにあるのを痛感し…人に仕えようという志を起こした…人生の意味は、この世に輝くことではなくして神と人に仕える生涯において成立する」と語っています。

まさに『聖書』は、神に仕え、人に仕えることを教えています。主イエスご自身、父なる神に仕え、人に仕えられました。人に仕えるだけでは平和は実現していかないのです。実にキリストが私たちの平和なのです。キリストこそが二つのものを一つにし、ご自分の肉において「敵意」という隔ての壁を取り壊してくださるのです。私たちは神との平和を与えられているものです。また、平和の源であるキリストが、平和を実現する人は、幸いであると、力を誇ることのできない人々に語っておられるのです。国家という大きな権力の前に無力なものであることを痛感させられる私たちです。しかし、平和を伝え、平和を実現するために労している人々は神の子と呼ばれるとあります。無関心や傍観するだけでなく、失望し、諦めやすい、私たちの歩みを支え、導き、平和が実現していくよう神が共に働いてくださるからです。

祈り　「わたしの内に力強く働く、キリストの力によって、傍観者になるのではなく、また諦めることなく、平和を実現していくものとして、歩ませてください。」
栗田英昭(多摩ニュータウン永山伝道所牧師、東京中会靖国神社問題特別委員)

ヤスクニ問題とわたし

北村一幸（小樽シオン教会牧師）

　長崎県の高校を卒業して東京での大学生活が始まったが、もう一人の下宿の学生は偶然にも同じ県出身であった。彼の父が青年時代、中国の奉天（現在の瀋陽）日本キリスト教会に通っていたこともあって、私は東京郊外の日本キリスト教会に通うこととなり、翌年の夏には神の不思議な計らいに屈服して受洗を決意し、クリスチャンとなった。そして教会員として青年会員として、聖書を一層学び続けるようになった。主イエス・キリストを通して示された神の愛によって救われた私にとって、「真の神、主」のみを崇めることしか出来ない信仰を持ち、ただただ忠実な信仰生活を続けたいと願うようになった。そのころ、教会の壁に常に貼られていた一枚のポスターの文字をよくよく覚えている。「靖国神社国家護持反対」。一つ一つの文字も大きく紙いっぱいに陣取っていた大きなその十文字は、強いインパクトを与えるものであった。それ以来心の片隅に、いや心の奥底に「靖国神社問題」を教会員として考え続けなければならない、と思うようになった。

　1969年6月、これまで準備されて来た「靖国法案」なるものが、自民党によって衆議員事務局に提出された。が、これは直ちに国会閉会審議未了で廃案となった。翌年も翌々年も提出、廃案となった。更にその翌年も廃案。ところが1974年4月には、内閣委員会で強行採決。そして5月衆議員本会議で強行採決となってしまった。この一連の流れのなかで、多くの国民もいわゆる「政教分離」への関心も高まり、靖国問題がニュースにならない時はないくらいであり、これを巡っての関心と賛否の渦が渦巻いていたと言えよう。

　教会でこのことを学び、聖書に示される「真の神、主」への信仰の姿勢と告白を世にあってどのように明らかにすべきかを、常に考えざるを得なかった。その時代、日本キリスト教会が学習し示して来た「教会の信仰告白としての靖国闘争」を、所属教会そして東京中会青年部などでも学び、その結果、明確なスタンスが与えられた。信仰を告白し信仰に立って歩む自らの姿勢の中に、「神でないものを神としない。神が求め実現される神の国から遠い現実社会をそのままにしておいてはいけない」ことを留め、一クリスチャンとして歩んで来られたことを幸いに思っている。

　1977年春、日本基督教会全国青年修養会が御殿場で開かれた。その時の講師の蓮見和男牧師は、講演の中で日本的精神風土を天皇制文化として取り上げて次のように言われた。「日本の天皇制には三つの側面があるように思う。①政治的機能としての君主制、②祭祀としての天皇制（宗教的側面）、③日本文化・民族性にある天皇制度（われらの中の天皇制）」である。①と②は比較的、教会の靖国闘争の中で取り上げられて来た。残る③の「われらの中にある天皇制」は、35年前も今も変わらず私たちの課題となり続けているし、これからも私たちが心を配り力を込めて取り組んで行くことが必要ではないか。私たちは主イエス・キリストを救い主として信じ、この方によって真の神の国が実現されるとの願いと希望を持っている。そのことのために、全てを整えて行く志を持ちたいと思う。
　昨年の暮、日本国の代表者ともなった安倍晋三なる人の主張の止まない「美しい日本」・「一番であるべき日本」・「ナショナリズムの必要性」・「独立を取り戻す。自主憲法制定を目指し」「国民のために祈る天皇」・「再チャレンジ可能な社会へ」などの標語の手助けともなり得るような、「われらの中にある天皇制」を目覚めさせてはならない。
ヤスクニ問題 Q and A
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問い … 神は教会だけでなく、この世界をも支配していら
っしゃるのですか。
答え … キリストは真の王として、二つの領域の統治者でいらっしゃいます。一つは、聖霊と御言葉によって教会を治めて世界の中枢に救済を確立しておられるということです。
もう一つは、世界の中枢に救済を確立されることから、全世界と全人類の統治の安定を保っておられるということです。すなわち、永遠の王キリストがこの世俗的な世界に秩序をもって支配して、一時的な王の存在を認めておられるということです。これらの王たちの治める国々の中から神はご自分の民をお集めになるのですが、この世の王は神の国に属する者を服従させても究極的支配はできません。この世の王の権力は、神の手によって制限づけられているからです。（エペソ人への手紙１章20～22節）

問い … どうして私たちは上に立つ権威に従うのですか。私たちが靖国神社の国営化や天皇や首相の公式参拝の反対の立場に立つのはどうしてですか。
答え … 「上に立つ権威」は、神に由来しております。申命記17章に「王に関する規定」が
あります。「彼が王位に就くならば…神なる主を畏れることを学び、この律法…を忠実に守
らねばならない。…そうすれば、王は同胞を見下して高ぶることなく、王もその子らもイス
ラエルの中で王位を長く保つことができる」（18～20節）とあります。そこでの王の条件は
神を畏れることです。神への尊厳のもとで人間の尊重が保たれるからです。
さらに主イエスが死から復活されることによって、神の支配が旧約の世界から異教徒の世界に広がりました。真の王キリストは「だれでも一番先になりたいと思うならば、いちばんあとになり、みんなに仕える者とならねばならない」（マルコ９章35節）とおっしゃって、この仕方でこの世の秩序を保たれるからです。こうしてキリストはこの世において王の王として君臨され、この世の支配者の誰もがこの秩序から抜け出ることができなくなったのです。
人が人の上に立って治めて裁くことは、人には出来ません。それが出来るのは、神が「上に立つ権威」を立てておられるという現実があるからです。人間が集団で生活する場合、慣習や決め事や約束事や言葉で表した法や制度が出来ます。その時代において、人々の間で公平とされ社会全体が益を得るような法や制度です。権力者は歴史の経験上、民衆を無視して自分の意のままに民衆を支配すると失態することを知っているため、自分の立場を維持しようとして、これらの法や制度を守ってある程度民衆に公平に見せる政治をします。このことが古代から今日の社会まで貫いており、たとえ社会制度が変わったとしても、この世の支配者はこの秩序に従ってきました。この背後に神の支配があるのです。人類が滅びないように人間の欲と罪に満ちた世界に、この秩序をもって統治していらっしゃるからです。
ところが、権力者は自分の腹を満たそうとして、民衆を弾圧し偶像礼拝を強要して民衆の心の中まで収奪するならば、神に立てられた権威から逸脱しております。この場合、神が立てられた権威にふさわしい位置に戻すように抵抗しなければなりません。この闘いは神を神とする闘いだからです。（ロ－マ人への手紙13章１節、テモテへの第一の手紙２章２節、ヨハネの黙示録13章）　　　　　　　　　　　　　川越弘（大会靖国神社問題特別委員会委員）
＜ヤスクニ・ニュース>

日本軍「慰安婦」問題に対する日本右翼の暴力的な言動と人権活動家に対する警察権力の弾圧に抗議する記者会見
　「慰安婦」問題は存在しないと断言し「証拠があるなら（韓国側に）出してもらいたい」と主張する橋下大阪市長の言葉を受けて、昨年の9月23日、「慰安婦」被害者の金福童さんを迎えて証言集会を開催した。その日は在特会の妨害を防いだため、集会は混乱もなく無事に開催された。ところが今年の2月、大阪府警（公安三課）は在特会メンバーからの「被害届」をもって、集会の混乱を防いだ者の家宅捜査を一斉に行い、「被疑者」とされた人たちに任意出頭を要求している。

それに対して、「韓国挺身隊問題対策協議会」は、2月27日、日本大使館前で挺対協会員や連帯団体や水曜デモの学生たち200人ほどの参加者と多くのメディアの取材の中で、在特会メンバーの「被害届」を容認して便乗している大阪府警の弾圧に抗議する声明と記者会見を行った。そこにおいて、日本政府がそれを放置・利用していることは、「国際基準に照らしても反人権的で世界から非難される行為である」ことを指摘した。　　主催：韓国挺身隊問題対策協議会（韓国基督教教会協議会両性平等委員会、大韓イエス教長老会女教役者連合会、等35団体）
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　政府は3月11日、天皇出席のもと政府主催の「東日本大震災二周年追悼式」を国立劇場で行うことを決めた。首相、衆参両院議長や遺族などが参加し天皇が「おことば」を述べ、被災各地の追悼式典会場に政府式典の映像を映し、地震発生時刻の14時46分に天皇と共にする全国一斉黙祷をさせようとしている。
民主党政権下で始まったこの「慰霊と追悼の国家式典」は、国家や独占資本等が自らの福島原発事故の責任をあいまいにして、一刻も早い核・原子力立国の復興をはかる疑いの強いものだ。全てを「未曾有の天災」のせいにして、救援の遅れで命を奪われた被災者や、原発事故によって命と健康、生活と生産の基盤を根こそぎ奪われた住民や労働者の悲憤を鎮め、全国民を天皇が呼びかける挙国一致の「復興」に誘導（強要）することは、「避難解除」によって被災地住民を放射線被曝にさらしている中での東電の補償を打ち切って「収束」「復興」を演出して、原子力規制委員会による「新安全神話」のもとでの原発再稼働や「核燃料サイクル」推進をねらう政府・独占資本の政策を推奨するものではないか。「一斉黙祷」のねらいは、国家犯罪の加害者である国が、被害者や反原発の人々をも天皇の「紐帯(ちゅうたい)」で結ばれた「日本国民」であるとして、挙国一致の「慰霊と復興」を強いることにある。こうして国や東電を許さない人々の憤りを緩和しようとするものである。（3・11原発推進・天皇出席の震災２周年追悼式典　全国一斉黙祷反対！の呼びかけ文から）
編集後記

新しい政権のもとでヤスクニ推進側の動きがこれから攻勢に転じてくる中で、信仰の戦いはいよいよ厳しくなって来ています。そんな中で大会靖国委員会は、今月から、直面している国家権力と偶像問題とどう取り組むべきか、具体的な問題を神学的に応えようとして、「Q＆A」形式で、それぞれが連続して取り上げる（3面）ことにしました（川越弘）。






